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写真提供：石川県

内閣府
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石川県HPにて、市町ごと・全ての地区の入居までの工程表を公表 URL:https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenju/fukkou_kouei_seibi.html
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災害マネジメント支援 現場での測量業務
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農地への土砂・流木の流入
（令和６年９月の豪雨）

農地に生じた大きな段差
（令和６年１月の地震）

・地震により、農地や水路、ため池などの農業用施設、
農業用機械・ハウス、畜舎などに甚大な被害。

・さらに、地震からの復旧・復興の途上で、収穫期の豪
雨により農地や水路等へ土砂・流木等が堆積。

・被災した農地について、業界団体への要請を通じて県
内外からの建設業者の確保等を支援し、令和７年作付
けまでに農地約170haを復旧。
・令和８年作付けに向けて、新たに農地約200haを復旧
し、約2,200haの水田で作付けされる見込み。

・被災農業者のワンストップ支援組織として、令和6年
11月に設置された「奥能登営農復旧・復興センター」
において、国、県、市町及びJAが連携して営農再開・
継続に向けた支援を実施。

・奥能登地域では、引き続き、関
係機関と一体となって円滑な復
旧工事の実施に向けて地元との
調整を進める。

・復旧工事を行う建設業者の確保
について、業界団体に引き続き
要請。ため池の被害

（令和６年１月の地震）

・地震と豪雨により輪島市や珠洲
市などで多数の山腹崩壊が発生
し、林地や治山・林道施設等に
甚大な被害。

・また、製材工場等において
建屋倒壊・浸水等の被害。 山腹崩壊（令和６年１月の地震） 製材工場の復旧・再開

・山腹崩壊・林道施設等の復旧工事を行う建設業者の
確保について、業界団体に要請。

・県、市町、地元との調整を進め、
山腹崩壊・林道施設等の早期復旧
を目指す。

・製材工場等５施設の営業再開に向
けて、引き続き支援を実施。

鹿磯（かいそ）漁港の地盤隆起

座礁し傾いた漁船

（成果（令和８年６月時点）） （今後の課題と対応方針）

・地震により、漁港、共同利用施
設（荷さばき施設、冷凍冷蔵施
設、給油施設等）の被害、漂流
堆積物による漁場の被害等が発
生。隆起した港では座礁や損傷
により移動できない漁船が発生。

・施設の復旧に応じて、刺し網漁、底
びき網漁（ずわいがに漁を含む）等
が再開し、令和８年４月末より輪島
港での海女によるわかめ漁が再開し
たことで、石川県の北部６市町にお
けるすべての漁業種類の操業が再開。
漁獲も順調に回復。

・石川県の北部６市町における令和
７年の漁獲金額・漁獲量は発災前
の８割強まで回復（令和６年は約
６割）。引き続き、漁港や共同利
用施設の復旧等を進め、被災地の
漁獲の更なる回復に取り組む。

・地震により、石川県内69漁港
のうち60漁港、富山県10漁港、
新潟県３漁港で、防波堤、岸壁
の損傷等の被害。

・特に、輪島市・珠洲市等の外浦
地域を中心に、最大４m程度の
地盤隆起による被害が発生。

・地盤隆起のない地域の漁港では、
順次本復旧に着手。

・地盤隆起等のあった外浦地域16漁港
のうち、復旧方針の定まった11漁港
について順次本復旧に着手。
なお、５漁港は復旧方針を協議中。
(13漁港は仮復旧等により陸揚機能を回復)

・地盤隆起のない地域の漁港について、本復旧工事に
着手後、概ね３年間で復旧工事の完了を目指す。

・地盤隆起等のあった外浦地域の漁港について、5漁
港の復旧方針の決定を支援するとともに、復旧方針
の定まった11漁港の伴走型の技術的サポートを重点
的に行い、本復旧を加速。

（被害）
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令和５年の水稲作付面積：約2,800ha

水稲
約2,100ha

地力増進
作物等
約

100ha

不作付け
約600ha

作付け 約2,200ha見込み

【奥能登４市町における水田の令和８年作付け見込み状況】

仮復旧工事により水揚げ
が可能となった鹿磯漁港

・大規模な山腹崩壊10箇所につ
いて、国直轄で災害復旧等事
業を実施し、うち９箇所で事
業完了。

・復旧支援により、再開を望む
製材工場等59施設のうち
54施設で営業再開。

修復した砕氷貯氷施設

農地の堆積土砂・

流木の撤去

復旧した山腹崩壊現場

海女漁の水揚げ
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珠洲市に設置した
トレーラハウス

動物病院でのペット
の一時預かり
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液状化被害（内灘市街地）
河原田川 恒久対策の施工

（輪島市市ノ瀬町）
河原田川 護岸の本格的な復旧

(輪島市熊野町)
地すべり 恒久対策の施工

(輪島市名舟地区)
町野川 護岸の本格的な復旧

(輪島市)
新たに製作した護岸の設置

（七尾市和倉港海岸）
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※七尾市、輪島市、珠洲市、羽咋市、穴水町、能登町、志賀町
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【キリコ祭り】【旧角海家住宅(重要文化財)】

令和８年６月時点
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（海上保安庁）
・発災後直ちに巡視船艇・航空機を発動させ、被害状況の調査や行方不明者の捜索を実施するとともに、船舶交通の安全確保のため、
航行警報等を発出し、付近航行船舶等への情報提供を行った。

・巡視船艇・航空機による救急患者や関係機関職員等の搬送（延べ９２名）、支援物資の輸送や給水支援（計７，８８９トン）を行う
とともに、海上輸送ルートの確保のため、測量船等による港内調査を行った。

航空機による救急患者の搬送 巡視船による給水支援

【豪雨災害】
災害派遣活動期間
令和６年９月２１日～同年１２月１５日（８６日間）

（防衛省） 【地震災害】災害派遣活動期間 令和６年１月１日～同年８月３１日（２４４日間）

活 動 概 要
○物資輸送

毛 布：約19,000枚 燃 料：約234,000㍑
食料品：約4,266,000食 飲料水：約2,334,000本

○給食支援 約259,000食 ○給水支援 約6,400t
○入浴支援 約496,000名 ○医療支援 約690名
○道路啓開 約33.44km
○PFI船舶による休養施設利用

「はくおう」約2,650名 「ナッチャン」約2,200 名
○慰問演奏 14ヶ所

生 活
支 援

○人命救助 約1,040名
○患者の輸送 約720名
○２次避難支援 約780名

人 命
救 助

○政府調査団の輸送
○警察、消防、国土交通省等の

人員や資機材の輸送

官庁間
協 力

○米軍輸送機による物資輸送支援
UH-60×2(食料品約3,820食等)米 軍

活 動 概 要

○人命救助 148名
○道路啓開 約6,500m（国道２４９号、県道５２号等）
○物資輸送 約21t（食料、飲料水、衛生用品、燃料等）
○給水支援 約490ｔ
○入浴支援 約2,500人

特別派遣部隊
 全国警察からの特別派遣部隊
発災からのべ 約13万9,000人

特別派遣部隊等による主な活動
 土砂崩れ・倒壊家屋・焼失地域等における捜索、救出救助
 被災地のパトロールの強化
 防犯カメラの設置

（うち救助部隊約３万6,000人・パトロール部隊約7万人）

倒壊家屋における要救助者の救出 被災地のパトロール 防犯カメラの設置等

（TEC-FORCE)
・発災直後からリエゾンによる被災状況や支援ニーズ等の情報収集・集約、被災地方公共団体に対する支援メニュー等の情報提供を
実施するとともに、防災ヘリや移動型衛星通信設備（Car-SAT）等による広域被災状況調査や建設業者と連携した緊急復旧（道路啓開）
等を行った。
・照明車による避難所への電源支援や、自衛隊と連携した給水機能付散水車による仮設風呂への給水支援等、国土交通省の資機材等を
活用した被災者支援を行った。 建設業者と連携した道路の緊急復旧 照明車から避難所への電源支援

（総務省消防庁）緊急消防援助隊 、県内消防本部 及び 消防団 による救助・救急活動等の実績について

○ 石川県内の消防本部に加え、発災直後から2,000名を超える規模の部隊を展開、
延べ59,332人（21都府県）の緊急消防援助隊※が活動 （1/1～2/21の52日間）

※被災都道府県内の消防力では対処困難な大規模・特殊災害に対応する、全国的な消防の応援部隊のこと

【主な活動】 倒壊家屋からの救助・捜索、

消防防災ヘリによる孤立集落からの救助、

病院や高齢者施設からの転院搬送等

○ 地域の消防団員は、自らも被災しながら、避難の呼びかけや
火災現場での消火、倒壊家屋からの救助等に従事

○ 消防全体として、435名を救助 ・ 3,500名を救急搬送

○ 石川県内の消防本部に加え、 １日当たり最大600名規模の部隊
を展開、延べ6,318人（10府県）の緊急消防援助隊が活動
（9/21～10/3の13日間）

【主な活動】 土砂流入現場や家屋流出現場における

救助・捜索活動

○ 地域の消防団員は、避難誘導や救助活動、安否不明者の捜索、
冠水現場の排水活動、土砂撤去等の災害復旧活動等に従事

○ 消防全体として、222名を救助 ・ 82名を救急搬送

< 能登半島地震 > < 豪雨災害 >

【1月19日】
緊急消防援助隊京都府大隊が、高齢者
施設の入居者を消防ヘリコプターで
金沢市内の病院へ搬送

【9月23日】
輪島市久手川町において、
緊急消防援助隊の大阪府隊が、
孤立地域からの救助活動を実施
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